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古代の塩づ< り実験

平成 3 年度埋蔵文化財展の一環として、 西尾市資料館（第1会場： 8月 3 日）、 県埋蔵文化財調査
センタ ー（第2 会場： 8月25日）において古代の塩づくり実験を実施した。 天候にも恵まれ、 第1会
場では220 人、 第 2 会場では180 人という大勢の見学者を得ることができた。 ( 4頁に関連記 事掲載）
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リーズ江戸時代を掘る

武士の＜らし 名 古 屋 城 三 の 丸 遺 跡 の 調 査 か ら 一—

名古屋城三の丸遺跡は、 名古屋台地の西北端

に位置し、 尾張徳川家につかえた上級家臣団の

役宅や役所、 城の鎮守天王社や東照宮のあった

ところて、 遺跡の面積は 6 2万面にのほる。 三

の丸の郭内での調査は名古屋市公館地点をはこ

めとして、 丸の内中学校地点、 県図書館地点、

名古屋第ー 地方合同庁舎地点り 簡易 。 家庭裁判

所地点、 現在調査中の県警本部地点を含めても

いまだ 2 2 0 0 0面にすぎない。

これまでの調査により弥生時代の竪穴住居跡、

古墳時代の墓、 中世末期の溝、 戦国期の城館跡、

近世の屋敷跡などの遺構と共に各時代の応くの

遺物が見つかっておい名古屋城三の丸遺跡は

弥生時代から江戸時代にかけての複合遺跡て克

ることが明らかになった。

ここでは、 江戸時代の遣構、 遺物に注目し当

時の武士の暮しを考えてみたい。

まず住居についてである力＼各地点の調査に

より、 武家屋敷あるいは街路を画する溝か確認

された。 溝からの出土遺物によって1 7 世紀中

頃になると地割か定まることが明らかになった。

溝の配置は現在残されている絵図（『尾府名古

屋図』『享保名古屋図』『御城絵図』『万治年

間名古屋城下絵図』等）の記載とよ〈 一致して

おりほぽ固定した地割で克ったことがわかる。

屋敷地内てどんな建物がどのように配置さわ

ていたのか。 建物円の部屋割はとうてあったかc

これについては後忙の建物の基礎工事による破

壊が著しいために、 見つかった建物、 地下室、

井戸、 廃棄土坑（ごみため）等からの復元が困

難な状況てある。 なお廃棄土坑の集中している

部分には建物の痕跡は認められず、 ここが裏庭

であったと考えられる。 建物以外の部分、 庭や

空き地すべてが廃棄土坑によって掘り返された

場所もあり、 当時の塵芥処理の一 端を知ること

ができる。 ところで廃棄土坑群とは異なった場

所に掘られた遺物のほとんど出土しない大規摸

な土坑がある。 周囲を詳しく調べると建物の跡

が見つかったりする。 建物の内部に含まれ、 こ

うした土坑が地下室と推定できるQ

廃棄土坑、溝． 井戸等からは当時の｝、々の暮

しを｛方彿とさせる膨大な量の遺物が見つかっア

いる0 ただし、 木製品、 金属製品の大部分は腐

朽し去り、 遺物として見つかるのは土器 ・ 陶磁

器勺 匝•石臼 ・ 五輪塔等の石製品、 それに瓦等

の日常生活の一 部を構成していたものに限定さ

れるので克る。

最も出土量の各い陶磁器類を中心に見ると、9

食器としては、 茶碗・皿 ・ 向付．鉢 ・ 急須 土

瓶 c 徳利・猪口が、 調理具には、 摺鉢•練鉢．

片口鉢か土鍋・行平が、 貯蔵具としてi土壷心

る。 嗜好用具として、 天目茶碗· 茶碗．

茶入れ ・ 風呂の茶の道具が、 喫煙具として煙管

．火入れ、 灰落しが克る。 なお煙管のほとんど

は青銅ないし真鍮製である。 また化粧道具とし、

て、 お歯黒壷 ・ 紅皿 ＊ 紅猪ロ ・ 僭糊なとがある。

神仏具こして、 仏飯器• 仏花瓶“香炉 ・ 線香立

デ ・ 御神酒徳利が虎り、 燈火具として、 燭台。

灯明皿 ， 灯明受皿 。 芯押えが克る。 その他に赳

味の用具として、 餌鉢、 餌摺、 植木鉢、 箱庭用

小道具や各種人形の玩具かある。

これら陶磁器は地元の瀬戸· 美濃製品か最も

多いが、 唐津，有田を含む北九州地域の製品が

それについでいる。 このほか常滑、 信楽、 京都、

備前、 さらには遠く中国からの輸入品もみるこ

とができる。

陶磁器類の他に木質部が腐植し表面の漆部が

わすかに残った漆器椀や箸等の木製品、 小柄、

鍔などの金属製品、 硯、 印章、 石臼等の石製品

が出土している。

生活用品から上級武士（名古屋城三の丸遺跡）

と町人（名古屋城下町の各遺跡）の違いを見い

だすとすれば、 使用された艇品の中に高級品が

あるかどうかで、 出土遺物を見るかぎり日常生

活用具にそんなに違いはないのである。

武家屋敷ならではといえるものとして、 陶器
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では志野向付、 織部角向戸赤織部鉢、 南蛮人
絵皿、 京焼き風大鉢、 唐津尺鉢、 磁器ては肥前
磁器かあり柿右衛門様式り刀鉢や肘掛げ人形が、
また中国からの輸入磁器では、 色絵磁器の碗、
牧蓮花があり、 さらに県警地点の調査では蒔絵
の断庁か出土している。

日常生活用具とは別に江戸中期頃には半胴甕
i）既に穴をあけた転用の植木鉢があり
朋になるこ植木鉢用巧鉢が専用につくられてい
る ウ また人動物を模した土八形はj型の人形

ヽ

'
9

、多
}、
A刀

ぞ ・:飛びの平能登守の人形が出土しており·,. 文
蔵永常の『広益囲産考』プマ之巻｀ 雛に、 i此土
人形といえるは、 伏見＼形とて城）小I伏見にてう

くりてひさぐ家多し。 近頃名古屋と三:l'i'l遠州邊
にてつくり出してひさぐ也」巧記載のある名吉
屋の土人形の可能性かある。 小烏の餌鉢、 餌摺
や槌木鉢、 土人形等、 余暇を楽しんでし
を窺うことができるのである。

克りと克らゆる生活用品が見られ、 種類の多
さは' [I戸時代以前と比較するこ雲泥の差であ
る。 鎖国と安定した幕藩体制下で、 '\々
な生活を営み、 主活も多様化し、 それぞれの用
途に応しf;::_製品が太昌に作り出され、 受け入れ
られて、 准費されていた。 まさに大量生産ら大

ったのである。

南蛮人絵皿

志野向付

杞
ー
—l
二
〗□

 

鳩笛

大鉢

□
〗

植木鉢 各種土製品
名古屋城三の丸遺跡出土遺物（縮尺1/6、 各種土製品の縮尺1/4)
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古代の製塩法は、 ホンダワラやアマモなどの

海藻（草）を用いて海水を濃縮し（藻塩法によ

る採鍼）、 これを土器で煮つめ（煎熟）、 塩を

とったとされる。ここでは本番に先だつ事前実

験の結果を中心に、 我々が実施した塩づくりの

過程を順に説明する。

1 . 製塩土器づくり(5月27日~31日） 製塩

土器は一般に遺跡から出土する土器とは著しく

異なるかたちをしており、 胎土に多董の砂礫を

含んでいる。モデルとしたのは、 東海市松崎遺

跡から出土した、 椀形の杯部にちくわ状あるい

は角状の脚部のついた知多式製塩土器。粘土に

は市販のテラコッタ粘士を用い、 これに多量の

川砂を混ぜて計75個を製作した。

2 . 海水汲み(6 月11日） 海水採取は、 知多

半島・豊浜漁港の南、 万葉集に「須佐の入江」

と詠われた岩場でおこなった。炎天下で18e 入

りポリ容器に10個、 計18いを汲み上げた。そ

ののち、 愛知県水産試験場尾張分場をたずね、

知多半島沿岸域の海藻の自生地や繁殖時期など

についての情報を得た。ホンダワラの採取には、

水産試験場伏屋満上任研究員に協力いただいた。

3. 製塩土器焼成(6 月13日 ・ 7月10日） 陰

干しののち、 発掘現場において焼成をおこなっ

た。焼成技術の未熟さや、 粘土の素材の問題な

どから多くの土器が焼成時に破損してしまった。

そのため再度土器を製作し焼成した。 2回目は

市販の野焼き陶土を用いた。

4. アマモ採取(7月11日） 大潮の干潮時に

常滑沖でアマモ採取をおこなった。アマモは遠

浅の砂浜に群生しており、 容易に採取できた。

その後、 県水産試験場に向かい、 アカモク（ホ

ンダワラの類似種）と、 試験場で濾過処理され

た知多半島沖の海水 180 e をいただいた。

5 . 藻塩実験(7月17日） 藻塩法は表面積の

大きな海藻に而水を何度もかけることによって

水分を蒸発させたり、 さらに使用した海藻を焼

くなどして灰塩化し濃度の高い塩水を得る採鍼

法である。以下に我々がおこなった方法につい

て略記する。

高さ約lmの台を作り、 スノコを敷く。その

上にアカモク約3.0kgをのせ、 下にタライを置い

て海藻の上から海水を注ぐ。実験前の海水の塩

分濃度は約3.0%。海藻をのせたスノコは 1段。

4人がひしゃくで海水を注ぎ、 5 分ごとに濃度

を測定した。当日は薄曇りで風も弱く、 思うよ

うに塩分濃度が上がらない。15分過ぎからはス

ノコを2段にした。作業を50分間おこなったが、

この日は7.5%まで塩分濃度を上げるのがやっと

だった。アマモでも結果は同様だった。この作

業をおこなうと、 海藻の色素が落ちて塩水は茶

褐色になる。藻塩法による塩水(10%程度）を煮

つめても得られる塩はわずかであり、 効率の悪

い作菓ということができる。おそらくさらに塩

分濃度を上げる何らかの工夫が必要だったと思

われる。 360 e の海水をすべて藻塩法で濃縮す

ることは、 作業工程上困難なため、 我々は大鍋

で海水を煮つめ塩分濃度20%の塩水を準備した。

6. 煎黙実験(7月11日 ・ 17日） 製塩士器に

鍋で作った塩水と藻塩法による塩水を注ぎ、 炭

火で煮つめた。塩水は土器のわずかな割れ目か

らしみだし、 器壁には塩の結晶が付着した。ま

た、 藻塩法による塩水を注ぐと表面に被膜がで

き吹きこぼれた。 3 時間ののち土器中に 7 ~ 8

割程度の結晶塩を得ることに成功した。味は食

卓塩に比べて苦みが強い。藻塩法の塩水を混ぜ

た塩では、 海水だけを煮つめた塩よりからさが

少なく、 ややマイルドな味だった。

以上の実験を通じて感じたことは、 塩づくり

はきわめて効率が悪く、 非常な労力を必要とす

る作業であるということだった。また、 この実

験により、 改めていくつかの疑問点が浮き彫り

になった。藻塩法の実態とくに塩分濃度の高め

方の詳細については、 さらに検討を重ねてい＜

必要があろう。 （森 勇 ー ・樋上 昇）
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市町村だより

＼
二子山古墳 春日井市教育委員会：
二子山古墳は味美古墳群を代表する全長9 0 

m余の前方後円墳（国史跡）で、 春日井市のほ
ぼ南西端に位懺する。 旧国道 4 1号線（県道名
古屋 ・ 犬山線）が、 庄内川水分橋を北に渡った
辺りが楠町味銃で、 ここにはかつて白山藪古墳
を始めとし、 2 0 数基の古墳のあったことが伝
えられている。 この味婉を北上して味美に至る
味美古墳群は、 現町名で二子町から中新町にま
たがっている。

今回の二子山古墳周辺の調査は、 公園整備に
伴う 事前の確認調査である。 調査は平成 3 年 8

月を中心に行い、 現周濠の外に、 計5カ所の卜
レンチを設定した。 その結果 4カ所から、 二重
周濠を推測させる溝状遺構を検出した。 溝の肩
幅は 6m前後で、 深さはlmに達しない。 ただ
後円部近くに設定したトレンチ内では、 幅1 0 
m、 深さlm以上の溝が検出されており、 その

〕（向山古墳群

l ー宮町教育委員会］
向山古墳群は宝飯郡一宮町大字足山田字向山

に所存する、 3基からなる積石塚古墳群である。
古墳は、 標高約 9 Omの南へ延びる小支丘上に
営まれており、 この地域の積石塚が多く豊川左
岸に分布するなかで、 豊川右岸に所存する 数少
ない積石塚の一部として注目される。

今回の発掘調舟はゴルフ場建設に伴う調査の
一環として、 平成 3 年 7月から 9月にかけて、
1· 2 号墳を対象に実施した。

1号墳は墳丘の石材の散逸が激しく、 形態も
十分に把握できなか ったが、 主体部の周囲に長
楕円形の広がりをもって石材を集積している。
主体部は竪穴系の施設で、 長さ2 7m、 幅0 . 75m
である。 調査前に既に壁面用材の一部が露出し
ており、 上半は失われていた。 出土遺物には、
主体部内に鉄剣· 馬具（轡） ．勾玉 ・ 管玉 ・ 小
玉等があり、 主体部の周辺及び墓猥内に須恵器
の破片が僅かにみられた。

埋蔵文化財愛知No26

整合性については、 検討課題とされた。 なお周
濠部分から復元可能な円筒埴輪約1 0 個体の他、
人物埴輪の断片 ・ 須恵器片が出土している。

その他、 周濠底部を掘り込む土坑が検出され、
朱塗りの杯蓋 ・ 提瓶が出土して、 注目を集めた。
土坑は、 差し渡し5 mの規模で、 上面は整形さ
れているようである。

今後、 二重周濠が全周するのか、 また土坑が
古墳築造期の祭祀に関わるものか、 この点を明
らかにするため、 本調査を計画している。

（大下武）

2 号墳は現状からは径約 6mの円墳と推定さ
さた。 主体部は横穴式石室で、 これも端部を欠
くが、 長さ 4m以上、 幅約lm。 長方形のプラ
ンを示す石室である。 過去に盗掘されたらしく、
出土遺物は石室内からの須恵器が 2 点のみであ
った。

1号墳は須恵器の年代によれば5 世紀代に遡
る可能性があり、 また 2 号墳は 6 世紀中葉の年
代が想定できる。 両古墳はその年代と主体部等
の差異がまず注目され、 さらには1号墳の遺物
など、 今後の検討課題を提供したといえる。

（須川勝以）
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遺跡紹介

堀之内花／木遺跡は愛知県稲沢市堀之内町に

所在し．、 木曽川の分流三宅川が形成した自然堤

防の左岸に位置する遺跡てある。 今回県道名古

屋粗父江線の建設にともなう事前調査を（財）

愛知県埋蔵文化財セン勺 ー が実施しでいる。

現在まての調査の結果、 弥生時代後期の竪穴

住居や、 古代、 中世の遺構か確認されているが、

とりわけ注目されるのが本遺跡の北に隣接する

尾張国分寺の寺域を区画すると思われる東西と

南北に走る二条の大溝で克る。 この大溝は上層

を後世に削平されているものの、 庚西の溝は輻

: 2 3 m、 深さ 0 7 m、 南北の溝は幅 2 0 m、深

さ0 .4 mを測る（以下、 東西の大溝を西の大溝、

南北見吠：溝を南い大溝とする）。

交するかたちで走っており、 昭和3 6 年に調査

された「塔」跡や「金堂」跡（乃中軸線の方向と

る。 また南の大溝は、 予想される

尾張国分寺寺域の中軸線付近で南北に分岐して

おり．、 こ巧位置に 「南門」の存在を想定できる。

さらに南の大溝の検出伏況から類推すると、 尾

張国分寺寺域の東西規模はおよそ 1 70mとなじ

従来想定されていた寺域よりも東西幅かやや短

くなり 南北幅が大きく拡大する可能性か高く

なった。

西の大溝での作業風景

つぎに出土遺物についてで克るが、 西の大溝

から出土した遺物の中には尾張国分弄創建時に

至で遡ることかできる資料がみられ、， 則建時に

使用された軒瓦も1半出している。 また上層から

は奈良時代後半を中心とした一括遣物が出土し

，_、ーしいる。 このここは、 西の大溝が尾張国分寺創

建時に開削された区画溝であることを裏づける

とともに、 『続日本紀』に見仁れる 77 5年の異

常風雨による尾張国分寺の破損記事と見，合致す

る。 このほか西の大溝、 南の大溝からは9世紀

中頃まマり〉遺物も出土しでおり、 さらに南の大

溝が廃絶しだ後に南門推定地付近の大溝上に掘

られた井戸跡からも9 し

て1,, る。 このことは、 『ヨ本紀略』にみられ己

884年の屋張国分寺焼失記事と時期的に一致す

ベ）。

以「が仝回の調査て確認しえた呈張国分寺関

毒の遺構： ・ 遺物の概要て克る。 詳しくは遺跡全

ぷの調査が終了する切｝を待ちたいが、 二れまで

った尾張国分寺の寺域を確認てき、

さらに遺物の出土状況が『続日本紀』、 『日本

紀略』の記事と整合することが判 明しf点でぎ

むめて重要な資料を褐ることかでぎたとい免よ

つ 。 i蟹江吉弘）

調査区全景(C区）
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発 掘 調 査 ユ、

跡ノロ遺跡 c 一色長畑遺跡

跡ノロ遺跡

E区礎石建物

D区上面 S K43 

全景（南西より ）

跡／口遺跡は稲沢市一色森山町、 一色長畑
遺跡は同一色長畑町に所在。 両遺跡 とも周囲
は植木晶の点在する標高2mほとの水田地帯
て、 遺構・ 包含層は島晶下のみで検出された。

跡 、ノ ロ遺跡は古代から中世の集落跡、 一色
長畑遺跡は弥生時代中期の集落跡であったc

調査区は清沙H城中堀の内側• 本丸の対岸に
所在する。 江戸時代後期の土坑・城下町期後
期の焼土面 とそれを掘り込む土坑 ・ 城下町期
前期の礎石建物・掘立柱建物（柵列か？）
平安時代後期から室町時代の掘立柱建物なと
を検出。 地震による断層も確認で羨た。

本遺跡は西春日井郡新川町に所在し、 清洲
城下町遺跡の南に位置する。 江戸時代(18世
紀後半�19世紀初頭）を中心 とする遺跡で、
溝 3条• 井戸 3基、 その他土坑を検出した。
またA区では清洲城下町最末期の溝 と、 D区
下面で中世の土坑をそれぞれ確認した。

Aa区では13世紀の屋敷地の一劃を調査し、
溝 2条、 土坑。 ピット 数基を検出。 B区では
13世紀の溝2条、12世紀の溝1条、 9 世紀の

上面では近世の水田跡が 1層のみ残存して

不馬入遺跡は、 額田郎幸田町大字須美字不
馬入に所在する。 遺跡は旧平坂街道沿いに位
置し、 唱豆山塊の谷裾北向き斜面（標高約5 3
m) に立地する。 調査区からは、 土坑23基、
溝 3条等を検出し、 これらの遺構に ともない、
近世中、 後期の陶磁器類が出土している。
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一色長畑遺跡

B区全景

幸田町

作業風景
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地上の遺跡である。 鎌倉時代の溝、 掘立柱
建物の一部と思われる柱穴列、 井戸、 多数
の土坑等が検出された。 出土遺物の多くは、
灰釉系陶器（椀・小皿）、 土師器（皿，）で
あり、 常滑焼（甕）や青磁片も混じる。

調査区全景 土坑群

面積の半分(4400m') の調査を終了した。
中世の屋敷地を区画する溝、 柱穴、 井戸な
どを検出した。 遺物は灰釉系陶器を中心に、
中国陶磁等も出土している。 また、 火葬施
設が11基確認された。

Ab区全景 Ac区全景

セ 夕

m虞l日1U&t
第 1 会場 西尾市資料館

7月27日�,s月 4 日(9 日間）入場者数1264名
第2会場 愛知県埋蔵文化財調査センタ ー

8月12日~8月25日(14日間）入場者数1283名

翻卯螺佃観切囀
第 1 会場 西尾市文化会館

8月 3 日（土）
白石太一郎（国立歴史民俗博物館）

「断夫山古墳の造られた時代j入場者数 250名
第 2 会場 弥富町総合社会教育センタ ー

8月25日（日）
金関 恕（大阪府立弥生文化博物館）

「弥生時代の心の暮し」 入場者数 205名

ni�j� 囀碍均�,厚囀
愛知県埋蔵文化財調査センタ ー

8月22日（木） ·23日（金） 参加者 27名

9氾鼎油 ，

7月20日（土）
堀之内花J木遺跡（稲沢市） 参加者250名

尾張国分寺の寺域をめぐる溝等。
8月10日（土）

室遺跡（西尾市）
中世居館跡と溝等。

一

参加者240名

日 誌

も11 静岡県埋蔵文化財調査研究所 木下智章氏
19 宝飯郡小坂井町 出口 剛氏他 3名
26 十四山西小学校 20名

5/ 2 三重県埋蔵文化財センタ ー 4名
10 弥富町立桜小学校 146名

6/ 5 国立歴史民俗t専物館 西本豊弘氏他 11名
6 名古屋大学 中井信之氏他 5名

10 東海市平洲記念館 立松 彰氏
21 知多事務所広報課 15名
24 津島市立蛭間小学校PTA 50名
27 走る県政教室 50名
28 尾張地区高校社会科研究会 43名

7/18 知立市教育委員会 13名
23 一色町教育委員会 16名
25 婦人文化会館理事長他 6名
30 小牧市教育委員会 50名
31 名古屋市教員 10名
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